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　能登半島地震で被害にあわれた方々に心より哀悼の意を表します。
2024 年、年明け早々能登半島地震、航空機事故等、心痛むことが続きました。2021年
2月からのロシアによるウクライナ侵攻も終息の見通しもなく、2019 年から発生した
新型コロナウィルス感染症への対応も 5年目を迎えています。その間、医療界は人材
不足や医療材料の高騰等、大きく影響を受けました。又、超高齢化社会を迎える 2025
年問題が目前に迫る中、団塊の世代は後期高齢者に入り始め、80 歳代、90 歳代でも
高難度治療を受け、地域へ戻る患者は急増しています。医療人材の不足は今後さらに
深刻さを増すともいわれ、医療や介護、社会保障制度の持続可能性の確保等が課題と
なっています。
　日本看護協会は国の「働き方改革」を受けて、看護職一人ひとりが将来に展望を持ち、
自ら学び、自らを高めていくことで仕事にやりがいと喜びを持って働けるための多様
で柔軟な働き方を推進しています。周手術期で働く私たちは、患者の尊厳を守りつつ、
安全で高度な医療が受けられるよう手術看護を学び、実践してきました。医療は日々
進歩しており低侵襲手術が主流となっています。又、AIを用いた医療、高度な画像診
断装置を備えたハイブリッド手術室など新しい技術に適応する知識や技術の習得と
ともに、他職種や各専門チームと協働、連携していくことが安全な手術医療を提供し
ていくうえでも重要です。さらに、手術を受ける患者は高齢化し、在院日数の短縮など、
地域や在宅につなぐことを見据えた周術期看護を実践していくことも求められるなど、
時代ともに様々な価値観や多様性を認め、尊重し、多様化する社会へ対応していく
ことが私たち手術室看護師に求められています。私たち手術室看護師が元気に働き
続けるためにも、働き方の多様化や性別・国籍・人種・年齢などの違いを受け入れ、
人材を育成することも私たち医療人に求められていることではないでしょうか。
　第 11 回日本手術看護学会近畿地区大会のテーマは「周術期看護の未来」～多様化
する社会に求められる看護～　としております。本大会を通じて最先端の手術医療と
多様化する社会に求められる手術室看護師の役割とは、その専門性を発揮するために
行動すべきことは何か、改めて見つめ直し、持続可能な取り組みをともに考える機会
としたいと考えます。又、看護師一人ひとりの成長と発展する周術期看護の魅力を
発信し、未来を考えるきっかけとなれば幸いです。
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